
■
華
や
か
な
式
典
で
20
歳
と

　

い
う
人
生
の
節
目
を
祝
福

　
１
月
８
日
（
日
）
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
、
令
和
５
年
甲
佐
町
「
二
十
歳

（
は
た
ち
）
の
成
人
式
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
民
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
令
和
４
年

４
月
か
ら
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、

町
民
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

結
果
、
今
後
も
二
十
歳
と
な
る
人
を
対

象
に
式
典
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
、

名
称
も
「
成
人
式
」
か
ら
「
二
十
歳
の

成
人
式
」
と
い
う
名
称
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
受
付
時
に
検
温
や

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
行
う
な
ど
感
染
防

止
対
策
の
下
、
式
典
を
実
施
。
晴
れ
着

姿
の
二
十
歳
の
若
者
た
ち
75
人
が
出
席

し
、
旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜
び
合

い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
奥
名
克
美
町
長
が
「
大

き
な
節
目
と
な
る
二
十
歳
の
お
祝
い
を

機
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
さ
れ
た
義
務
と

権
利
を
再
認
識
し
て
大
人
と
し
て
精
神

的
に
も
大
き
く
飛
躍
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
式
辞
。
ま
た
、
蔵

田
勇
治
町
教
育
長
は
「
二
十
歳
の
成
人

式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
は
社
会
人
と
し

て
の
責
任
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

大
人
の
振
る
舞
い
が
で
き
る
社
会
人
に

な
っ
て
欲
し
い
。
一
方
で
子
ど
も
の
よ

はばたけ甲佐の若者たち

令和５年 甲佐町「二
は た ち

十歳の成人式」
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う
な
心
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
20
歳
の
新
成
人
を
代
表
し

て
宮
邊
雅
也
さ
ん
（
岩
下
一
区
）
が

「
そ
れ
ぞ
れ
状
況
は
違
い
、
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
責
任
感
が

あ
っ
て
誰
も
が
振
り
向
い
て
し
ま
う
よ

う
な
人
に
な
っ
て
み
せ
ま
す
の
で
、
皆

様
ぜ
ひ
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て

馬
場
悠
雅
さ
ん
（
有
安
区
）
が
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど
を
誓
う
交
通
安
全

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
20
歳
の
新
成

人
へ
の
記
念
品
と
し
て
式
典
の
模
様
を

収
録
し
た
映
像
作
品
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
式
典
で
は
、
緒
方
健
太
郎
さ
ん

（
緑
町
区
）
に
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

映
像
作
品
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
出
席
者

に
、
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　本日は、20歳の成人式を迎える私

たちのために、このような盛大な式

典を挙行していただき、誠にありが

とうございます。私は現在、高校卒

業後、熊本で自衛官をしています。

　お世話になった甲佐町に直接的に

は貢献できないかもしれませんが、

自衛官として社会に貢献できるよう

今、自分ができることを考え精一杯

頑張りたいと思います。そして今ま

で育ててもらった家族には感謝しか

ありません。たくさん親孝行して恩

返しできたらなと思います。これか

らも迷惑かけると思いますがよろし

くお願いします。

お世話になった人へ
　　感謝を込めて

岩村 篤 さん

（緑町区）

　本日は私達新成人のために、この

ような盛大な式典を挙行していただ

きましたこと、心よりお礼申し上げ

ます。

　今日こうして成人式を迎えられた

のは両親や家族、先生方、友人たち、

また数え上げればきりがないくらい、

たくさんの方々の支えによるものだ

と心から感謝しております。

　晴れて大人の仲間入りとなります

が、まだまだ未熟な私達です。どう

かこれからも温かい目でご指導ご鞭

撻をいただきますようお願い申し上

げます。

二十歳という大きな
　　節目を迎えて

福島 奏 さん

（緑町区）
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令和５年 甲佐町「二十歳の成人式」
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20 年 前 の 出 来 事 ～ 2002 年 の 甲 佐 町 ～

１月／県木材利用大型施設コンクールで町総合保健福祉センター「鮎緑」が熊本県賞に選ばれる　３月／グリー
ンパル甲佐に管理棟完成　４月／町合併問題検討委員会を発足。農業研修センター「ろくじ館」がオープン　
５月／「緒方家文書」、「簗の樋門」が町指定文化財となる。新しい商工会館が完成（ろくじ館横に移転）。甲佐
小学校親水学習公園が完成　７月／地域子育て支援センター開設。甲佐町在宅老人配食サービス事業がスタート
９月／町放課後児童クラブ健全育成クラブ「くるみクラブ」設立　10 月／陣ノ内城跡（旧陣ノ内館跡）の調査に
着手　11 月／保健事業推進功労厚生労働大臣賞に甲佐町が選ばれる　12 月／御船・甲佐合併推進協議会設立

Go back in time

８９
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12

1215.

11

1314

16

10

１、２_ 久々の再会に笑みがこぼれる　３_ 誓いの言葉を宣言する宮邊さん　４、９_ 式典で凛とした姿を見せる　５_ 式辞を述べる奥名町
長　６_ 交通安全を誓う馬場さん　７、20 年前の広報こうさ　８_ 緊張した面持ちの司会の池上綾さん（右）　10、11、12、16、17_ 仲間
たちと記念撮影　13、緊張した面持ちでインタビューを受ける　14_ 保護者が 20 歳の晴れ着姿を撮影 15_ 恩師との久々の再会に心が躍る
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20歳頃の奥名町長 奥名克美町長から 20歳の皆さんに送るメッセージ

　皆さんには、仕事や学業、趣味に関して多くの選
択と自由があり、頑張れば何事もその成果が返って
くる時代だと思います。新しい発想のもと、成人と
しての自覚と誇りと責任を持って信じる道を歩
んでください。皆さんが未来の甲佐町を担って
くれることを心から期待しています。

熊本県産業開発青年隊訓
練所で「闘魂なき者は去
れ」の校訓のもと、学ん
でいた大学卒業後の奥名
町長。不自由な寮生活の
経験により、自由という
大事さが分かった頃と話
されました。

17
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